ミ速暖遠ホか線電気ヒーター 


EMH-92 



イ—エム 


取扱説明書 

り呆証書付を） 




このたびは、トヨトミ速腰遠赤外線電気ヒーターをお買 
し、上げいただき、まことにありびとうございまず。 

♦ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」をお読みいた 
だを、正しくご使用ください。 

お読みになった後は、大切に保管していたださ、 
取り扱いのわか5ないとをや、不具合び生じた 
とさにお役立て < ださい。 
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♦ここに示した事項は、造^娶告、 A ま意に区分していまず。 

_いずれもま全に関ずる重要な内容を記載してありますので、必ず守って<ださい。 

な纪>4—い/八 D IV 11へ I 。、取巧いを誤った場合、使用者が死こまたは重傷を負う巧 
言口 vVVMnlMMMo ^ 能性が想定される場合。 _ 

A fnA \ ITinM ^ 取扱いを誤った場合、使用者が傷害を負う危険が想定さ 

么\/±忌 、V し AU I lUIMJ れる場合および物的損害のみの発生が想定される場食。 


参説明文のお願い事項は、本機を誤りなく使用していただくための注意事項び記載されておりまずので、 
必ずお守りください。 


輸表示については次のよラな意巧びあります。 

Q J がょ〇 S ' ぉこが處?猜、嚴ン風分@襟止気禁止 


么警告 （ WARNING) 

•電源は交流 100 VL ソがで巧巧しない。 ^ 

] 00 VL^ がの電源を使ラと、電気部品び過熱したり、火災•感電 A 

の原因になりまず。 t 

坦 


•乳幼巧やお年寄り、身化の不自曲な方には、付き添いなしでは M 

使用しない。 T 

やけどをおこすおそれがあ 0 ます。 t 

遭 

禁止 

♦就寝中やが出中は使用しない。 alpto 

寝具や可燃物などび触れると火災の原因になりまず。 1 

与 


•壁コンセントか 5 延長コードを使用して運賠しない。又は他の S 

電気器具とは共用しない。 ^ 

乂災や感電、電源プラグの発熱の原因になりまず。 t 

苗 § 

♦屋内の壁コンセントで 2 IULU 上になっていてを単独で使用ずる。 爲 

lOOV 巧 AL ソ上のコンセントか確認する。また、他の電気器具の P 

電源プラグは同じコンセントに差し込み使用しない。 n 

屋内配線(壁の中の配線)の電気容量が許容量を超え、火災や感電や A 

電源プラグの発熱の原因にな 0 ます。 

み ^ こ ^ 

♦電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタつをの 
ないよラに巧の根元まで確実に差し込む。 ^ 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や火災の原因に IP 
なります。電源プラグにたまったほこりなどは定期的に掃除をし ^ 
て < ださい。 ^ 

。心 

鱗 If 

•電源コードは、束ねたり、引っ張ったり、物を載せたり、加熱 ^ 

したり、加工したり、物と物との間にはさんだりしない。 

電源コードび破損する原因になります。 〜 

、 傷んだまま使巧すると感電や乂災などの原因になります。 



1 


禁止 








告 （ WARNING) 


♦反射板-吸这□のすさ間に、ピンや針など金属物等、また指を 
入れない。 

内部に触れたり、異菌加熱して乂災や感電-やけどの原因にな0 
ます。 _ 

♦電源プラグの巧き差しにより本機の運乾や停止をしない。 

感電や乂災の原因になります。 


•ま全器のヒューズの巧わりに針金や銅線などを使わない。 

故障や火災の原因になります。 


•可燃性ガスが発生ずる場所やたまる場所では使用しない。 
引乂して火災の原因になることびあります。 


♦腐食性ガスび発生ず る 場所やた まる 場所では使用しない。 
ヒーターの割れ、巧あさなどを生じて漏電のおそれびあります< 


•スプレー定ゃ 炭酸飲料 などを、本体の近くに置かない。 
熱で吿圧び上がり、爆発や引火の原因となります。 


♦殺虫剤などを 吹 さつけない。 

変色やひび割れの原因になります。 


♦力ーテン-ふとんなど、燃えやすいものの近くで使用しない。 
乂災のおそれびあります。 


参本体に巧類や洗たく物等を、のせたり、近くに置かない。 
本体変形-火災の原因になります。 


♦改造はしない。また修理技術者 L ソがの人は、絶対に分觸したり、 
修理•改造をおこなわない。 

火災•感電-けびの原因になります。 

♦異常時(こげくさい等)は、運転を停止して電源プラグをコンセン 
卜か5巧を、お買い上げの販壳店または、別紙の r お客様相談窓 
□-覧 I にご相談ください。 

_異萬のまま運転を続けると、故障や感 電-乂災の原因になりまず。 

♦修理は、お買い上げの販売店または、別紙の I お客様相談窓口一 
豎 J にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備があると、感電•火災等の原因 
になります。 





LPG t 


がむ 



鴻尼 
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0 

禁止 

0 

禁止 
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分解禁止 




么注意に AUTION) 


•電源プラグを巧くときは、電源コードを持たずに、がず巧端の 
電源プラグを持って巧く。 

コードをちっておくと芯線が破損してショート-感電-発火の 
原因になります。 _ 

•使用時 L ソがは、電源プラグをコンセントから抜く。 

けびややけどの原因になったり、絶縁劣化による感電-漏電火災 
の原因にな0ます。 


参電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差し込みが 
ゆるいとさは、使用しない。 

電源コードや電源プラグが異常に発熱し、溶けたり変形して、 

感電•ショート■発火の原因になりまず。また、コンセントの 
差し込みびゆるいと感じた時は工事業者に依頼してコンセントを 
取り替えてください。コンセントを交換してを異常に発熱して 

いる蠕合は販売店に修理依頼してください。_ 

♦テレビやラジオなど A V 機器や電漉時計か！5 2.0 mL ソ上離して 
使用ずる。 

映像の乱れや雑音が入ることがあります。 

参温室-飼育室などの人のいない場所では使用しない。 

予測でをない事故び発生するおそれびあります。 


•使用中や使巧直後は、本が、ガード部などの高温部に軸れない。 

やけどの原因になりまず。 

特におデ様にごま意 < ださい。 


♦乾燥など、化の用途(工場、業務巧など）に使用しない。 
本体変形や過熱して発乂することびあります。 


♦転倒 OF F スイッチをテープなどで固定して本体を傾けたり、 
横にしたりして、使用しない。 

転倒日 F F スイッチび作動せず、火災の原因になりまず。 

♦本体に、水をかけない。また湿気の多い場所では使用しない。 

水などがかかると、内部に浸水して、絶緑琪化による感電-漏電 
火災の原因になります。 

水などびかかったら、使用を中止して販売店の点検を受けてくだ 
さい。 — _ _ 

•通電中のヒーターを長時間、見つめない。 

目の痛みの原因にな0ます。 
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巧 

指示 

0 

禁止 

接®禁止 


0 

禁止 

0 



水めれ禁止 


0 


3 




•本伽ま、壁や燃えやすい物(可燃物)からち図の寸法を離して 
使巧ずる。ただし左ち面のどち5か一方は、壁や家具等を 
置かないでくだをい。 


顧 mlU 寺 


輯倒 OFF スイッチ 

★本体び浮いたり、転倒し 
たり、また傾けたりする 
と、ヒーターの 通電を止 
めます。転倒した状態で 
転倒日 F F スイッチを巧 
してを通電しません。 

(こ重プロテクター） 


•転倒 OF F スイッチをテ 
プなどで固定して本体 
を傾けた D 、} 黄にした0 
して使用しない。 

転倒日 F F スイッチび作 
動せず、乂災の原因にな 
ります。 




偏乍部つ 

♦切曾スイッチつまみをお好みのワット数 ( W ) の場所に 
合わせてください。（詳しくは目ページ参照） 
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徊包内容 


♦包装箱から本体を取り出して、内容を確認してください。包装箱や捆包材等は、シーズンオフの保管や 
輸送の際にお役にたちますので、保存されることをおすすめします。 






本体 スタンド 蝶ネジ （3 本) 


組み立てかた 


/ 

A 注意 

1 

♦組み立てが完了ずるまでは、 電源 プラグをコンセントに差し込まない。 

やけどをするおそれがありまず。 

0 

\ 


禁止 J 


①本巧にスタンドを取り付けてください。 

♦本体の転倒時日 F F スイツチを、スタンドの転倒時 
日 F F スイッチ出□に合わせ、はめ込んでください。 



霞蝶ねじ3本で、本体ベースにしっかりと締め付けて 
<ださい。 















ご使用方法 



接角虫禁止 


A : ホ音 触れない。 

じ,一若 やけどの原因になりまず。 

、 特にお子様にご注意ください。 


CD 電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

霞切替スイッチつまみを回し、目盛りをお好みのワット数 ( W ) の場所に合わせてください。 
♦切替スイッチつまみは途中で止めずに必ずワット数 ( W ) の場所に合わせて止めてください。 


切替スイッチつまみ位置 ヒーター通電が態 


巧 ヒーターび 「切」になります。 


450 W ランプヒーターに通電し、弱運転します。 

っ1、/卜閒 fw ) 日日日 W ランプヒーターに通電し、強運転しまず。 


識斤致 ( W ) 





♦初めてご使巧になるとさは、本体部や内部か5煙や塗料のにおいなどが出ることがありまずび、ご使 
用にとをない出な< なりまず。 

♦使用中は電源プラグ、コンセントがみし熱<なりまずび、異常ではありません。 

感ご使用後は切替スイッチつまみを r 切」の場所に台わせ、電源プラグをコンセントから巧いてください。 


i 








/ 

参本体が傾<凹凸のある場所や不安定なホ面では使巧しない。 

転倒時 OF F スイッチが作動して通電しなかったり、スイッチの接点部が異 
常過熱することびあります。 

0 

禁止 

A :そを 

♦本体を乾剧させない。 

破損の原因になります。 

0 

禁止 

ZI \ 法思 

♦無理やり普を回さない。 

本体回転は「〇」に日日。しか回転しません。動かなくなった5それ政上は回さ 
ないで<ださい。破損、故障の原因になります。 

0 

禁止 

、 

♦運乾中、運乾直後は回さない。 

ガードやその付おは高温になっています。充分冷やしてからでないとやけど 
の原因にな0ます。 

0 

禁止 J 




①切替スイッチつまみを「切」の場所に合わせてください。 ① / 

③縦型か5横型にずる時は、おず両手で本体の両端(樹脂部 J 与 

分)を持って、時計回り roj に軽く回してください。 州グ 


本体が範倒するおそれびあります。 

本体は90°む上は回りません。 

また、横型から縦型にする時は、本体を反時計回り 
「〇」に軽く回してください。 

本体は日 ( T む上は戻りずせん。 

感切替スイッチつまみを回して、お好みのワット数 （ W ) 
の場所に合わせてください。 （ P 目参照） 

■本体角度の方法 


•無理やり首の角度を変えない。 

本体角度調整は、上向をに5°ずっ3段階 （1 日つまで調整可能でず。これし : LL 
の上向を、もしくは下向きには角度調整できません。 

破損、故障の原因 になりまず。 _ 

♦運転中、運範直後は角度調整しない。 ' 

A ガー ドやその付近は高温になっていまず。充分をやしてか5でないとやけど 

の原因にな0ます。 

•角度を上げた状態(あお向け)か5下げるときは、ジョイント部のず定間に指 
などをはさまないようにま意してください。 


①切替スイッチっまみを「切」の場所に含わせてください。 

霞本体の角度を調整する時は、必ず両手で本体の両端を持って上向 
去ち向に角度調整してください。 

本体び転倒するおそれびあ0ます。 

•角度調整は本体が縦•横共に上向きに日 D ずっ「カチッ」と音びして3 
段階 （1 日つ調整でさまず。それ政上の上向をと、下向をには角度調 
整でさません。 

感切督スイッチっまみを回して、お好みのワット数 CW ) の場巧に合わ 
せてください。 （ P 目参照） 


参上向きをしくは上向きを戻す時に「カチッ」と音びします。これは、角度 
調整した状態を確実に保持する為の動作音であり、異常ではありません。 
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[本がびおの場合] 


[本体が横の場合] 










お手入れのしかた 


修理技術音 L ソがの人は、絶巧に分解したり修理-改造はおこなわない。 
A 壁化（お貢上げの販売店にご相談-ご依頼ください。） 

発乂したり、異常動作してけがをすることがありまず。 


♦手入れは、必ず電源プラグをコンセントから抜を、本がやガードが充分に 
をえてか5おこなラ。 

感電、やけどの原因になります。 


分解禁止 


〇 



•水洗いやめらしたりしない。 

漏電-感電の原因になります。 

A 注意- 

•お手入れは、手袋をはめておこなラ。 

けびの原因になります。 


•シンナーやベンジンなどを使用して、掃除しない。 

塗装面やプラスチックをいためます。 


♦本体の掃除 

①本体の巧れを、乾いた、やわらかい巧でふさ取って<ださい。 

巧れがひどいとさは、薄故た中性洗剤でぶ去取ってください。 

⑤本体背面の暇化□のほこりを掃除機で吸い取ってください。 

•反射板の掃除 

①ガードの四隅の卜少ネジをはずして、ガードを取りはずしてください。 
©反射板のミちれを、乾いた、やわ5かい布でふき取ってください。 

感ガードを元どおりに取り付け、卜火ネジをしつかりとつけてください。 


>電源プラグ、コンセントの掃除 

] 箇月に！〜2回、電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこりや巧れを 
取り除いて < ださい。 


•電源プラグは、ほこりび付着していないか確認する。 

A 壁化 発火、 乂災の原因になりまず。 



水めれ禁止 


0 








簡単な故障-異常の見分けかた 


症 状 

調べるところ 

暖か<ならない 

♦停電していませんか？ 

•電源プラグげコンセントか5抜けていませんか？ 

♦傾さや、不安定な床面や毛足の長いじゅラたんにおいていませんか？[ス 
タンドび、傾いていると通電しません。） 

においがずる 

♦初めてご使用になるとをは、本体部や内部から塗料のにおいび出ることび 
ありますが、ご使用にとちない出なくなります。 

電源プラグび少、し熱い 

♦使用中は少、し熱を帯びます。異常ではありません。 

電源プラグが異常に熱 
い（さわれないほど） 

\ 

♦コンセントの差し込みび確実におこなわれていない時やコンセントに電源プ 
ラグを差し化んでをガタつきがあると異常に加熱します。その時は工事業者 
に依頼してコンセントを交換してください。コンセントを交換してを異常に 
力□熱している場合は販売店に修理依頼をしてください。 


•ご使用中、不具合や異常が生じた場合、上記の方法で点検をしていただき、なお異常のあるとをは、版 
売店に連絡してください。 


保管のしかた 


II 


/ 

•使用しないとを、保管ずるとをは、必ず電源プラグをコンセントか5巧く。 

を 

A ま意 

けびや、感電、漏電の原因になります。 

電葡フラグを巧く 

♦保管するときは、おモ様や器具の操作方法を知らない人などがふれないとこ 
ろに保管ずる。 

0 

禁止 J 


\ 

けびや事故の原因となることがありまず。 


① お手入れのしかたにしたびって、手入れをしてください。 


③ お買い上げのとさの包装箱に入れるか、ポリ袋をかぶせて、湿気の少ない巧に 
保管してください。 


♦包装箱におしまいになるときは、 組み立てかた I との逆の順序でスタンド 
と本体をはずして < ださい。 

③ 取扱説明書は大切に保管してください。 



II 


型 式 

EMH -92 

電 源 

交流 lOOV 50/60 HZ 

定格消費電力 

強 900 W ■ 謁4日 0 W 

コー ド長さ 

約 1.8 m 


外形寸法 


縦型；幅 345 mm • 奥行 290 mm • 高さ73目 mm 
横型；幅64目 mm • 奥行29日 mm • 高さ日2加 m 


重 


ま全装置 
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約2.已 kg 

二重転倒日 FF スイッチ-温度ヒューズ 















保証と アフターサービス 


r 保証について） 

♦この製品には保証書びついています。 

保証書は、販売店で所定き項を記入してお渡しいたしますので、所定事項の記入および記載内容を 
ご確認のラえ、大切に保管してください。 

♦お証期間はお買上げの曰か51年間でず。 

保証書の記載内容によりお買上げの販売店び修理いたしまず。 

なお、保証期間中でを有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。 

•保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。 

修理によって機能び維持でさる場含は、お客様の要望により修理いたします。費用など詳しいことは 
お買上げの販売店にご相談ください。 

当社は、販売店か5のミ主でにより、補修用性能部品を販売店に供給します。 

♦電気ヒーターの補修用性能部品の巧有期間は、製造巧切後日年でず。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品!でず。 

G アフターサービスについて） 


/ 

A 警告 

♦修理技術者じ t がの人は、絶対に分解したり修理-改造はおこなわない。 

発火した0、異常數作してけびをすることがあ0まず。 


\ 


分解禁止 j 


使用中に異常が生じたとをは、直ちに電源プラグを巧き、お賢上げ 


型 式… EMH-92 

の販売店に修理を依頼してくだをい。 


故障げ態…できるだけ詳しく 

アフターヴービスをお申しつけいただくときは、ちのことをお知ら 


ご猜名-ごは巧-お醒話番号 

せくださし、。 

\ ソ 


^ ノ 


♦アフターサービスについてご不明の蠕を、その他お困0の場合は、お買上げの販売店または別紙の 
お客様相談罵己一覧"! にご相談ください。 

•ご贈答、ご転居により、お買上げの販売店のアフターサービスを受け5れなくなる場合は、前をつて 
販売店にご相談ください。ご転居先での当社製品取撒巧を紹介させていただをまず。 


お客様相談窓口 


株式会社 1-31- ミ 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町日蚕] 7号 
干4目7—日8已已 TEL く曰已2〉822—]1斗4 
FAX <052)822-2742 


※別紙の お客様相談窓口一覽 表，を参照してください。 


id 








ヨトミ電気ヒーター保証書 


II 


本イ呆証書は、本書記載内容により無料修理をおこなラことをお約束するちのです。 

お買上げの曰か5下記期間のに故障が発生した場合は、本書をご提をのラえ、お買上げの販売店に修理をご依頼くださし、。 


型式 EMH -92 

※お買上げ日 

ぷお客様ごちお 

照正期間 

年 

、 

お實上げ曰より1年間 

月 曰 

樣 

^mn-nnnn 



ご住所 




〔驅話 

{ 

) 





ノ 



お‘?力となりますから必ずご確認ください。） 


無料修理規定 


1. お買上げ曰から上記保障期間中に、取扱説明蕾、本体 
貝占附ラベル等のま意蕾に従った正常な使用状態で故障 
した場合には、本害記載内容により、お買上げの販売店 
または解社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本雲あるいは贈入日- 
ま化いを班巧するをのをご提示のラえ、お買上げの版売 
店ぎたは当社にご依頼ください。 

3. ご転居やご贈答品等でお買上げの版売店に修理を依頼で 
さない場合は、解れまでお問い合わは<ださい。 

4. 保記期間内でを、なの場合は有料になります。 

(イ）取扱説日月雲、本体貼附ラベル等のを意雲に従わない 
使用上の—誤 D 、 及び不当な修理やな造によるな障及び 
損惕。 

(□) お賢い上げ懲の器具の起倒、落下、衝擊等によるな障 
及び損偏。 

(八）火が、地震、水害、落雲、その他の天災地変、公書に 
よるな障及び損傷。 

(二） 一般家庭用むが（例えば、業務用の長時間使用、車両 
•船舶への搭載など)に使用された場合の故障及び損傷。 

(ホ）本書のご提示びない場合。 

(へ）本畫にお買上げ年ち曰 • お客様名 • 販売店をの記入の 
ない場合、あるいは字句を書さ替えられた場合。通信 
販売等で購入され、それを記おする商品の送り状•ち化 
日月細書の提示びない場含 r 。 

(卜）部品の消耗による部品交換及びメンテナンスの費用。 

5. 本書は B 本国內においてのみ有劾です。 

6. 本書は再発行致しませんので、紛失しないように大切 
に保管してください。 


参この保部書は、本蕾に日月示した期間、条件のもとにおいて 
巧料修理をお約まするものです。従ってこのイ呆 S 正書にぶって、 
保駐雲を発行しているち（イ呆邸黃任者）、及びそれ iUW の 
事業ちに対するお客様の法律上の権和を制限するをのでは 
あ0ませんので、保証期間経過をの修理尊についてご不日月 
の場合は、お買上げの販売店または、最寄りの弊社支店- 
営業所にお問い合わせください。 

参イ呆記期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について 
詳しくは、取扱説明雲の「イ呆記とアフターサービス」の項を 
ご蹟ください。 



お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 

广 - __ I I I 

型 式 EMH -92 お買上げ年月曰 年月 曰 


お買上げ店名 


(電話番号 ）（ 







